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弥生時代の装身具
や よ い じ だ い そ う し ん ぐ

－出土品からみた弥生時代人の服飾生活－

(財)かながわ考古学財団 調査研究部

調査一課 渡辺 外

はじめに

弥生時代とは－海外では｢農耕と牧畜の時代＝新石器時代｣、弥生時代は農耕の本格化・生・
し ん せ っ き

業化の時代。家畜を持つ文化とは断定出来ない。

神奈川県域における弥生土器－九州・近畿から複数のルートを通じて弥生文化が関東地方・

にもたらされる。西日本の土器編年に対応して前期・中期・後期の三つの
ぜ ん き ちゅうき こ う き

時期に区分し各地域で編年されている。

１．服飾と装身
ふくしょく そ う し ん

服飾の意味－なぜ服を身に付けるのか・

装身具の出現と変化－装身具の機能と、その意味するものは時代によって変化する。・

２．出土品とその痕跡からみた弥生時代の衣服

布の痕跡－布資料は極稀な状況下でしか遺存しない(錆化して付着する等)。弥生時代では・
せ い か

圧痕が土器底面などに残る場合が多い。
あっこん

出土木製品にみる織機の様相・
お り き

編物と織物から裁縫された服へ－縄文時代の編布による服から弥生時代の織布の服へ・

３．出土品にみられる弥生時代人のすがた

人面付土器と土偶形容器－縄文時代の土偶、古墳時代の人物埴輪から当時の人々の服飾の・
じ ん め ん つ き ど き ど ぐ う け い よ う き は に わ

一端を窺い知ることが出来る。弥生時代の人面付土器や土偶形容器は当時の人

々の姿を模したものと言えるか。

銅鐸絵画－銅鐸に描かれた、丸頭と三角頭の人による狩猟と農耕の様子など・
どうたく

その他・
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４．遺跡から出土した装身具

衣服と装身具が組合わさることにより服飾が完成する・

装身具のあれこれ－頭部装飾・耳飾り・首飾り・腕輪・腰飾り・履物・
はきもの

－縄文時代には鹿角・木製の櫛や 簪 があり、結髪していたものと想定される。・頭部装飾
ろっかく くし かんざし

弥生時代にも竪櫛・簪の類は存在するが、神奈川県内では不明。
たてぐし

－弥生時代の出土品では不明。縄文時代では石製耳飾りや耳栓、古墳時代では耳環・耳飾り
じ せ ん じ か ん

・垂飾付耳飾など
すいしょくつきみみかざり

－縄文時代に牙玉・勾玉が出現。弥生時代には勾玉・管玉・臼玉などによる首飾り・首飾り
きばたま まがたま くだたま うすだま

が見られる。またガラス製品が出現し、古墳時代には更にヴァリエーションが増

える。

－縄文時代に二枚貝製の腕輪が出現。弥生時代には南海産巻貝による貝輪の他に、・腕 輪

銅製腕輪(銅釧)や他の金属で作られる例が認められる。
どうくしろ

－弥生時代から青銅製の小さな環状製品が出現し、指輪(銅環)と考えられている。・指 輪
どうかん

－縄文時代には、一部で腰飾りとみられる遺物が出土している。弥生時代には認め・腰飾り

られず、古墳時代には身分を示す帯飾りが出現する。

－縄文時代には出土例なし。土偶には履物を着用した表現がみられる。弥生時代で・履 物

は履物とは異なるが、木製品で田下駄が出土している。古墳時代の沓は華美な装
た げ た くつ

飾が加えられ、履いている人物の身分を示す装飾品としての性格を持つ場合が出

てくる。
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挿図貼り込み原稿

土器底面に残された圧痕

中屋敷遺跡出土 土偶形容器 前 後

出土した織機の部材

銅鐸に描かれた弥生時代人

勾玉 ガラス玉 管玉 銅釧 銅環 神奈川県内における弥生時代の装身具の例


